
E c o s y s t e m  R e s e a r c h  I n s t i t u t e
一般社団法人生態系総合研究所

四 万 十 の 小 中 高 生 と
ア メ リ カ の 科 学 者 と の 対 話 集 会

アメリカの自然と四万十の自然についてのお話

日時：2025年3月2日日13：00 ～14：30
場所：四万十市トンボ自然公園 四万十川学遊館あきついお

講 演 者

参 加 者

四万十の小中高生

スミソニアン環境研究所 特別栄誉科学者
北米ラン保全センター 初代所長

デニス・ウィグハム 氏
アンダーウッド・アンド・アソシエーツ社
クリス・ビクラフト 氏

公益社団法人トンボと自然を考える会
野村彩恵 氏

アンダーウッド・アンド・アソシエーツ社
キース・ビンステッド 氏

一般社団法人生態系総合研究所 
代表理事

司会：小松正之 氏
公益社団法人トンボと自然を考える会 
常務理事

杉村光俊 氏

一般社団法人生態系総合研究所
通訳：中村智子 氏



四万十の小中高生とアメリカの科学者との対話集会
─アメリカの自然と四万十の自然についてのお話─

場所：四万十市トンボ自然公園 四万十学遊館あきついお

対話内容

目的：米国科学者都の交流と米国についての理解促進を図る。

1）デニス・ウィグハム 氏
 ・アメリカ、メリーランド州について
 ・チェサピーク湾のカキ、ワタリガニ、シマスズキについて
 ・チェサピーク湾とセバン川の生態系と水質改善策について

2） 杉村光俊 氏
・トンボが教えてくれること（暮らしに役立つトンボの話）
・飲み水のありかを教えてくれるムカシトンボ
・安全で美味しいコメができる棚田で暮らすミヤマアカネとカトリヤンマ
・元気な里山のシンボル・ミヤマカワトンボ
・温暖化の申し子ベニトンボ
・命に関わる危険な暑さを伝えるチョウトンボの逆立ち飛翔

司会：小松正之 氏（一般社団法人生態系総合研究所代表理事）


